
  

 

  
 

「だれでもひろちゃん」の構築 

―赤ちゃん型ロボットの個性変更機能の実装と評価― 
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概要：近年，高齢者に癒しを与えるため，赤ちゃんロボットの活用が注目されている．一方で，これまでの赤ちゃん

ロボットは，周りの人間とのつながりを強める目的では開発されていない．本研究は，赤ちゃんロボット「ひろちゃ
ん」によって認知症高齢者に対して親しい人との交流を疑似的に提供するため，「だれでもひろちゃん」を構築し，
評価を行ったものである．「だれでもひろちゃん」は，マスクを被せることで「ひろちゃん」の個性を変更できる機
能を搭載したものである．マスクには BLE タグが入っており，BLE タグが発する電波を感知することでマスクの装
着を判定する仕組みになっている．高齢者を対象にした実験の結果，「だれでもひろちゃん」が使いたいと感じさせ
ることを示した．  

 

 

 

 

 

1. はじめに     

 本研究では，認知症患者介護のためのセラピーロボット

の活用に取り組む．認知症高齢者は，人形を世話すること

によって BPSD（認知症に伴う行動・心理症状）が軽減す

ることがわかっている[1]．なかでも高齢者を癒すことを目

的とした赤ちゃんロボットが活用され始めており，ヴィス

トン株式会社の「かまってひろちゃん」（図 1）をはじめと

して，様々な赤ちゃんロボットが提供されている． 

その一方で，これまでの赤ちゃんロボットは，周りの人

間とのつながりを強める目的では開発されていない．これ

までに，社会的孤立や孤独感は高齢者の主観的健康度を低

下させること[2]や，社会参加の少なさや孤独が認知症のリ

スクを高めること[3]が分かっているおり，高齢者・認知症

患者の精神・身体の健康にとって人との交流は重要である． 

そこで，本研究では，「ひろちゃん」に親しい人の顔や

声といった情報を付与することで，擬似的ではあるが，そ

の人との交流機会を増やし，セラピー効果を高めることが

できるのではないか，と考えた．実際に介護施設で暮らし

ている認知症高齢者は，普段施設のスタッフや同じ施設に

住む人と交流し，休日などに家族（親類）・友人が訪ねてき

て交流している．これらの親しい人との交流を「ひろちゃ

ん」を通して疑似的に再現できるよう，マスクを被せるこ

とで個性を変更する「だれでもひろちゃん」を構築した．

本研究では，構築したシステムの評価を行う． 

2. システム 

2.1 ロボット 

本研究では，株式会社国際電気通信基礎技術研究所とヴイ

ストン株式会社が共同開発した赤ちゃん型ロボット「かま

って『ひろちゃん』」を利用する．「ひろちゃん」は身長

320[mm]，幅 230[mm]，奥行き 170[mm]で，体重約 460[g]
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で，３軸加速センサを搭載している． 

2.2 個性変更機能の実装 

 「ひろちゃん」に親しい人の情報を与えるため，マスク

を被せることで誰でも「ひろちゃん」になれるような新機

能を開発した（「だれでもひろちゃん」）．マスクは，「ひろ

ちゃん」の頭をすっぽり覆うことのできる布状のものであ

る．マスクには，①視覚情報（顔をプリントする）が与え

てあり，②「ひろちゃん」に被せたことを認識可能なよう

にタグ（図 2）を内蔵している．マスクを「ひろちゃん」

に被せると見た目が変化し，マスクを認識することでふる

まい（声など）が変化する仕組みである． 

利用するタグ（図 2）は，MAMORIO株式会社の「MAMORIO 

RE」である．「ひろちゃん」本体とタグの間で BLE 通信

(Bluetooth Low Energy)を行い，「ひろちゃん」本体に届くタ

グの発する電波強度を測定する．測定された電波強度によ

って，「ひろちゃん」がマスクを被ったことを認識する． 

     

図 1 かまってひろちゃん    図 2 タグ 

 

3. 実験 

 実験では，マスクで個性を切り替える「だれでもひろち

ゃん」（以下，「マスクでひろちゃん」）とタグで個性を切り

替える「だれでもひろちゃん」（以下，「タグでひろちゃん」）

がそれぞれ高齢者どのような印象を与えるかについて，比

較を行った． 

 実験に使用した個性は，1.男性（図 3.a），2.女性（図 3.b），

3.赤ちゃん（図 3.c）の３種類である．「マスクでひろちゃ



  

 

  
 

ん」では，これら３種類の個性それぞれの顔が印刷された

マスクを用意した．「だれでもひろちゃん」の個性変更機能

に必要なタグを３種類のそれぞれに割り当て，それぞれの

個性に沿った音声を作成した． 

      

(a) 男性      (b) 女性       (c) 赤ちゃん 

図 3 「マスクでひろちゃん」 

 

3.1 実験参加者 

 女性 12 名，男性 12 名の合計 24 名（平均年齢 71.6 歳，

SD=4.0）が実験に参加した．本研究は「だれでもひろちゃ

ん」を認知症患者の介護に用いることを最終的な目的とし

ているが，実験では指示に従うことやアンケートに回答す

ることが必要となるため，日本語でのコミュニケーション

に問題のない 65 歳以上の方を対象とした． 

3.2 実験環境 

 実験参加者は机に置いてある「ひろちゃん」と対面して

設置された椅子に座った状態で対話を行った．机には印が

２点あり，参加者から見て手前の印が「ひろちゃん」を置

く場所，奥の印が実験条件タグの際にタグを置く場所とし

た． 

 

3.3 実験条件 

 本実験の条件は，マスクを被せることによって個性が変

更される「マスクでひろちゃん」条件とタグを近くに置く

ことによって個性が変更される「タグでひろちゃん」条件

の２つである． 

 

3.4 評価項目  

 「マスクでひろちゃん」，「タグでひろちゃん」それぞれ

が実験参加者にどれだけ使いたいと感じさせるかを評価す

る． 

使いたさに関するアンケート項目を５つ用意した．各質

問は７件法で回答してもらい，それらを平均したものを使

いやすさの評価とした． 

 

3.5 手順 

  以下の手順で実験を行った．まず，実験参加者に実験

概要，手順に関する説明を行った．「マスクでひろちゃん」

条件と「タグでひろちゃん」条件の先後，各条件で変更す

る個性の順番は，実験参加者によって異なる．条件の先後

や変更する個性の順番は偏りがないよう振り分けた． 

（１）従来の「ひろちゃん」（個性変更前）の音声を聞く． 

（２）マスク・タグによって，１番目の個性に切り替える．

切り替わった個性の「ひろちゃん」が発する音声を聞く． 

（３）マスク・タグによって，２番目の個性に切り替える．

切り替わった個性の「ひろちゃん」が発する音声を聞く． 

（４）マスク・タグによって，３番目の個性に切り替える．

切り替わった個性の「ひろちゃん」が発する音声を聞く． 

（５）３番目の個性の発話が終了したら，アンケートに記

入する． 

 上記の手順を「マスクでひろちゃん」条件と「タグでひ

ろちゃん」条件の合計２回行った． 

4. 結果 

「マスクでひろちゃん」条件と「タグでひろちゃん」条

件の使いたさの評価に差があるか検証するために，対応の

あるｔ検定を行った結果，両者に有意差がみられた．（t(23) 

= 2.245, p = 0.035, d = 0.375）．この結果から，「マスクでひ

ろちゃん」は，「タグでひろちゃん」に比べて使いたいと感

じさせることが示された． 

 

図 4 使いたさの評価 

5. 考察 

 結果より，「マスクでひろちゃん」の方が「タグでひろち

ゃん」よりも使いたいと感じさせることがわかった．この

ことで，マスクを被せるのに必要な労力や時間が使いやす

さや使いたさを損なってしまうのではないか，という懸念

は解消された．また，「ひろちゃん」にマスクを被せるため

に必要な労力の分，自分で個性を変えたという効力感が増

し，「ひろちゃん」への愛着も増した，とも考えられる． 

 一方で，マスクで個性を切り替える「だれでもひろちゃ

ん」の有効性は，顔が変わったため生じたものか，マスク

を自ら変えたため生じたものか，要因を切り分けることが

できていない．今後は，マスクを変えるという行為自体の

効果についての検証が必要だろう． 

6. 終わりに 

 本研究では，マスクを被せることで個性を変更する「だ

れでもひろちゃん」を構築した．「だれでもひろちゃん」の

評価のため，マスクで個性を変更する「マスクでひろちゃ

ん」とタグで個性を変更する「タグでひろちゃん」の比較



  

 

  
 

を行った．評価実験では個性変更に使うマスク・タグのみ

を変化させ，個性変更機能は共通のものを利用した．男性，

女性，赤ちゃんの個性を用意し，参加者がマスク・タグを

用いて「ひろちゃん」の個性を変更させると，それぞれの

個性にあった音声が出力されるようにした． 

 実験の結果，「マスクでひろちゃん」は「タグでひろちゃ

ん」に比べて，使いたさが優れていることが示された． 

 今後は，マスクを変えるという行為自体の効果について

の検証を行う予定である． 
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